
ITスキル実習	


Excel	
  (3)	
  
Excel	
  で家計管理	




今回の内容	


•  題材：　家計管理	
  
– 支出だけ、固定支出（家賃とか）は除く	
  
– １枚のレシートにつき１回データ入力	
  
（それ以上細かくしても続かない！）	
  

•  新しく扱う内容	
  
– 入力規則	
  
– 名前	
  
– ピボットテーブル	
  



配布データ	


•  講義ページからダウンロードしてください	
  
•  ２つの「シート」にデータがあります	
  
– 「費目」シート	
  
– 「詳細」シート	




セル範囲をテーブルにする	


•  「詳細」シートのデータをテーブルにします	
  
（やり方は前回と一緒）	




入力規則	




入力規則	


•  あらかじめ決めておいた種類のデータしか入
力できないようにする規則	
  
– 例：　数値しか入力できない	
  
– 例：　費目のいずれかしか入力できない	
  

•  今回は、３項目について規則を設定	
  
– 金額	
  
– 費目	
  
– 費目詳細	
  



入力規則の設定（金額）	


1.  「金額」の列を選択	
  
2.  データ >	
  検証 >	
  データの入力規則	
  

3.	
  入力規則の設定	
  



入力規則の確認（金額）	


数値以外を入力
しようとしても…	


…阻止される	




入力規則の設定（費目）	


•  手順	
  
1.  セル範囲に名前を付ける （図参照）	
  
2.  入力規則を設定する	
  
（次スライド以降参照）	


1.	
  範囲を選択	
  

2.	
  名前を入力	
  



入力規則の設定（費目）	


1.  「費目」の列を選択	
  
2.  データ >	
  検証 >	
  データの入力規則	
  

3.	
  入力値の種類を「リスト」に	
  

4.	
  元の値を「=費目」に	
  



入力規則の確認（費目）	


•  マウスもしくは	
  op5on	
  +	
  上下キーで選択可能	
  
•  それ以外の内容は	
  
やはり入力できない	




入力規則の設定（費目詳細）	


•  費目で選んだものによって、費目詳細に入力
できるものが変わるようにする	
  

•  手順	
  
1.  複数の名前を一括で定義する	
  
•  食費、光熱費、交通費…	
  

2.  入力規則を設定する	




複数の名前を一括で作成する	


1.  費目の範囲全体を選択	
  
2.  挿入 >	
  名前 >	
  作成	
  

3.	
  名前の見出しは「左端列」にあるので、
それだけを選択してOK	
  



名前が定義できていることを確認	


方法１：	
  
セル範囲を選択すると
名前が表示される	


方法２：	
  
挿入 >	
  名前 >	
  定義	
  
で表示されるダイアログから確認	
  



入力規則の設定（費目詳細）	


1.  費目詳細の範囲全体を選択	
  
2.  データ >	
  検証 >	
  データの入力規則	
  

3.	
  入力値の種類を「リスト」に	
  

4.	
  元の値を「=INDIRECT(C1)」に	
  



よいデータ入力の習慣	




１枚レシートを入力する気分を味わう	


•  入力規則を活用すると全角入力に切り替える
手間が少し省ける　＆　ミスタイプもなくなる	
  

•  余談	
  
– 最初のうちは費目で迷うことが多いが、その他を
選びすぎるとあまり意味がない	
  

– 費目も作ったり消したりしながら、ほとんど迷わず
選べるようになるまで作り込む	
  
データ分析一般に広く適用される手法	




並び替えのススメ	


•  レシートをもらうたびに入力するのは面倒な
ので１週間分くらいずつまとめて入力	
  
	
  
×	
  レシートを日付順に並び替えてから入力	
  
○	
  適当な順で入力してからExcelで並び替え	
  



フィルタのススメ	


•  この調子で日々の買い物を記録していくと、
テーブルがとても長くなっていきます	
  

•  だからといって、月毎や年毎にファイルを分け
たり、シートを分けたりしてはダメ！	
  
	
  
×　テーブルが長くなったので分割する	
  
○　テーブルが長くなったのでフィルタを使う	
  



ピボットテーブルで集計・分析	




ピボットテーブルの作成	


1.  テーブルを選択した状態で	
  
2.  データ >	
  ピボットテーブル	
  

新しいシートにピボット
テーブルが作成される	
  



ピボットテーブル ビルダーの操作	


•  ドラッグ &	
  ドロップで	
  
集計方法を変更できる	
  

•  変更してみよう	
  
– 列を「年月日」に	
  
– 行を「費目」に	




集計方法を変更する	


変更後のビルダー	
 変更後のピボットテーブル	




日付を月毎にまとめる（グループ化）	




さらにやってみよう	


•  「費目詳細」を「行ラベル」に追加すると？	
  

•  金額の集計方法を「個数」に変えてみると？	




ピボットテーブル活用のポイント	


•  ピボットテーブルで集計することを前提にデー
タ入力する	
  
– データをいくつか入力したら、先にピボットテーブ
ルを作ってしまう	
  

– データを追加すると集計結果も更新される	
  
•  １つのピボットテーブルに無理にまとめない	
  
•  Word版にはピボットグラフがある	




（参考）研究でピボットテーブルが	
  
活用できそうな場面	


•  アンケートの集計	
  
– データ入力： 	
  １回答を１行に入力	
  

•  その他データ分析結果の集計	

– 例） twiGer	
  の使われ方の分析	
  

1.  つぶやきを収集してExcelに貼り付ける	
  
（１つぶやき１行）	
  

2.  つぶやきを家計簿の費目のように分類する	
  
3.  ピボットテーブルで集計する	
  



課題	


•  今回の作業内容を保存して提出	
  
•  提出方法	
  
– xlsx	
  ファイルを課題提出システムから提出	
  

•  締切は次回の講義が始まる前まで	
  


